
平成27年11月1日 第227号島 原 市 議 会 だ よ り

11

　
　

現
在
、
基
本
設
計
が
進
め
ら
れ
て
い
る

新
庁
舎
に
つ
い
て
、
城
下
町
ら
し
い
景
観
、

噴
水
前
市
道
の
有
効
的
な
活
用
、
閉
会
中
の

議
場
の
活
用
、
災
害
時
避
難
所
と
し
て
の
建

物
、
子
供
の
遊
び
広
場
、
保
育
施
設
、
市
民

憩
い
の
場
や
イ
ベ
ン
ト
の
で
き
る
広
場
、
待

ち
時
間
に
利
用
で
き
る
カ
フ
ェ
、
レ
ス
ト
ラ

ン
の
可
能
性
は
あ
る
の
か
。

　
　

城
下
町
ら
し
い
景
観
、
噴
水
前
市
道
の

有
効
利
用
、
災
害
時
避
難
所
と
し
て
の
建

物
、
市
民
憩
い
の
場
や
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
る

広
場
に
つ
い
て
は
検
討
を
進
め
て
い
る
が
、

子
供
の
遊
び
広
場
、
保
育
施
設
、
カ
フ
ェ
、

レ
ス
ト
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、
庁
舎
の
面
積
や

制
度
上
の
要
件
な
ど
の
制
約
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
閉
会
中
の
議
場
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
議
会
で
協
議
を
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

公
園
や
学
校
の
遊
具
の
点
検
は
ど
の
よ

う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

公
園
の
遊
具
は
、
年
に
一
回
以
上
行
う

定
期
点
検
と
、
職
員
が
公
園
を
巡
回
し
て
行

う
日
常
点
検
を
行
っ
て
い
る
。
学
校
の
遊
具

は
、
各
学
校
で
毎
月
一
回
安
全
点
検
を
実
施

し
、
教
育
委
員
会
に
報
告
し
て
い
る
。

　
　

公
園
の
草
が
刈
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

り
、
犬
の
ふ
ん
が
あ
る
と
遊
び
に
行
か
な
く

な
る
。
公
園
の
管
理
や
美
観
に
対
す
る
取
り

組
み
は
ど
う
か
。

　
　

公
園
は
多
く
の
人
が
利
用
す
る
た
め
、

犬
猫
の
ふ
ん
や
不
法
投
棄
、
犯
罪
な
ど
の
被

害
が
な
い
よ
う
に
、
巡
回
し
な
が
ら
整
備
に

努
め
て
い
る
。
草
な
ど
が
繁
茂
し
て
い
る
公

園
に
つ
い
て
は
、
市
内
の
業
者
や
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
な
が
ら
除
草
等
を

行
っ
て
お
り
、
今
後
も
利
用
し
や
す
い
公
園

を
目
指
し
て
管
理
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　

清
流
亭
が
オ
ー
プ
ン
し
、
鯉
の
泳
ぐ
ま

ち
付
近
を
散
策
す
る
観
光
客
が
ふ
え
て
い
る

が
、
交
通
規
制
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
方
向

性
な
の
か
。

　
　

時
間
帯
に
よ
る
歩
行
者
専
用
道
路
の
指

定
区
間
を
設
け
る
よ
う
計
画
し
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
に
二
回
の
住
民
説
明
会
を
開
催
し
て

い
る
。
今
後
、
地
域
の
意
見
を
聞
い
て
調
整

し
て
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

　
　

◇
消
防
団
員
の
装
備
充
実
等

　
　

◇
島
原
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

QQ AA

QQ AA

議員

新
庁
舎
に
お
い
て
の
要
望

と
可
能
性

鯉
の
泳
ぐ
ま
ち
付
近
の
交

通
に
つ
い
て

市
内
の
公
園
の
状
況
と
、よ

り
利
用
し
や
す
い
よ
う
に

バラの会
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国
と
本
市
の
特
定
健
診
の
受
診
率
の
平

均
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　
　

島
原
市
は
四
十
六
・
四
％
、
国
は
平
成

二
十
四
年
度
で
三
十
三
・
七
％
で
あ
る
。

　
　

乳
が
ん
、
子
宮
が
ん
検
診
の
受
診
率
の

目
標
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　
　

五
十
％
を
目
標
と
し
た
い
。

　
　

特
定
健
診
や
が
ん
検
診
の
受
診
率
を
向

上
さ
せ
る
た
め
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

　
　

特
定
健
診
は
、
九
月
の
強
化
月
間
に
医

師
会
や
健
康
づ
く
り
推
進
員
の
力
を
借
り
て

戸
別
訪
問
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
が
ん
検
診

は
、
検
診
内
容
通
知
を
世
帯
毎
か
ら
今
年
度

は
個
人
毎
に
し
、
未
受
診
者
へ
の
勧
奨
を
年

一
回
か
ら
、
今
年
度
は
十
月
と
二
月
の
年
二

回
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　

雲
仙
市
や
南
島
原
市
の
か
か
り
つ
け
医

で
が
ん
検
診
の
受
診
は
可
能
か
。

　
　

南
高
医
師
会
と
新
た
な
契
約
が
必
要
で

あ
る
。
償
還
払
い
を
含
め
雲
仙
市
、
南
島
原

市
並
び
に
両
医
師
会
と
協
議
し
た
い
。

　
　

島
原
市
役
所
に
女
性
管
理
職
は
い
る
の

か
。

　
　

平
成
二
十
六
年
度
は
一
名
い
た
が
、
定

年
に
よ
り
退
職
し
現
在
は
い
な
い
。
職
員
三

百
八
十
四
人
の
内
、
女
性
は
八
十
一
人
で
二

十
一
・
一
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

二
〇
二
〇
年
ま
で
に
女
性
管
理
職
の
割

合
を
三
十
％
に
す
る
国
の
目
標
に
つ
い
て
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

今
年
十
月
に
国
か
ら
行
動
計
画
の
策
定

の
指
針
が
示
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
行
動
計

画
を
策
定
す
る
中
で
設
定
し
て
い
き
た
い
。

　
　

一
割
負
担
か
ら
二
割
負
担
に
上
が
っ
た

が
、
対
象
の
方
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　
　

介
護
認
定
者
の
う
ち
二
割
負
担
者
は
百

六
十
三
人
で
あ
り
、
四
・
九
％
の
方
が
負
担

増
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

都
市
部
か
ら
地
方
へ
高
齢
者
を
移
動
さ

せ
る
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
を
国
が
提
案
し
て
い
る
。
高

齢
者
を
受
け
入
れ
る
地
方
に
負
担
を
強
い
る

よ
う
な
制
度
で
は
い
け
な
い
と
思
う
が
ど
う

か
。

　
　

有
識
者
の
中
間
報
告
で
は
、
住
所
地
特

例
で
手
当
て
す
る
の
で
は
な
く
、
新
型
交
付

金
で
対
応
す
る
よ
う
な
情
報
が
あ
る
。

QAQAQAQA

Q QQQ A AAA

議員

女
性
検
診
等
の
受
診
率
向

上
に
つ
い
て

女
性
登
用
の
目
標
義
務
化

に
つ
い
て

介
護
保
険
制
度
改
正
後
の

対
応
に
つ
い
て

バラの会
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